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新型コロナウイルス感染拡大の影響で、本校も３月２日から臨時

休校となり、今まで経験したことのない状況の中で年度末を迎える

こととなりました。

生徒にとって、突然、２月28日が令和元年度の最後の日となって

しまったわけですが、実は、２月27日の午後に年度末に向けて、行

事等への対応を学校として協議していました。ところが、その日の

夕方、事前に何の予告も無く、突然の安倍首相の休校要請が出され

たことをテレビのニュースで知り、愕然としました。これはまさに

「青天の霹靂」で、せっかく時間をかけて協議した内容はすべて白

紙となり 「宇都宮市は政府からの要請に応じて、３月２日から臨、

時休校とする」との連絡も、28日の午後にようやく学校に入ったと

いう異常な状況でした。

卒業までのカウントダウンをしていた３年生はもちろん、約１か

月近くの授業（登校）日が無くなってしまった１・２年生にとって

も、１年間のふりかえりやまとめをすることも学級の仲間との別れ

を惜しむこともできなくなってしまいました。

修了式及び離任式については、宇都宮市内でも、いくつかの学校で

は実施するようですが、２月28日（今年度の最終登校日）に連絡し

たように、本校は、今年度は行いません。

ただし 「通知表」は、子どもたちに自らの２学期と今年度の頑、

張りや反省点をふり返ってもらうために欠かすことのできないも

のと考えていますので、３月24日（火 【本来であれば修了式を）

行う筈であった日】に、各担任から通知表を子どもたちに手渡す

ことになっています。

一斉に大勢の生徒が集まることを避けるため、登校時間は９時～12時までの

各生徒の都合のつく時間とし、各教室に来た生徒から順次手渡します。休み中の生活や健康状

態を確認したら、すぐに下校することになりますが 「子どもと担任の先生が一対一で話す今、

年度最後の時間」となるかもしれません。

また、3月31日（火）に予定していた「離任式」も行いませんが、何名かの教職員が本校

を去ることになっています 【3月26日の朝刊で発表されます】。

教職員の側としても、子どもたちにきちんとした形でお別れをしたいところですが、このよ

うの状況下ではやむを得ないと考えています。個人的にお別れをしたい生徒については、31

日の11時20分ごろに校庭に来て、お別れの時間をとることは可能となっています。



臨時休校中の３月10日に当初の予定通り、第55回となる

令和元年度卒業式を行いました。残念ながら、在校生・ご来

賓等のいない、卒業生と保護者、教職員だけの式となりまし

たが、87名の卒業生、一人一人に卒業証書を手渡すことが

できました。

式に臨む生徒は、みんな立派な「さすが、卒業生」と感じ

させる態度で、在校生やご来賓にも「ぜひ、見てもらいたか

った 」そして 「共に祝福してもらいたかった 」というの。 、 。

が、校長としての率直な思いでした。

校長の式辞として、次の４つのことを改めて話しました。

◆ 明日のことは誰にもわからない。だからこそ、一日一

日を大切に生きてもらいたい。

◆ 人との出会い・出会った人を大切にしてもらいたい。

◆ 「竹」のような「しなやかさ」と「強さ」を持つよう

、 。に自らの心身を鍛えて 困難に立ち向かってもらいたい

◆ 知的好奇心と探究心を持ち続けてもらいたい。

これらは全て、これまでに何かの折に話したことですが、

卒業生だけでなく１・２年生にもぜひ覚えておいて、実践に

努めてほしいと思っています。

87名の卒業生の進路については、県立高校に60名、小

山高専に１名、私立高校等に26名が進学することになっ

ており、それぞれの進学先で、勉学や運動等に励み、充実した学校生活を送ってくれることを

心から願っています。

本校の西側フェンス（地区市民センター玄関を出て東を向いた辺

り）に下の横断幕を掲げました。このところ、部活動の大会やコン

クールでの成績が振るわず、校外に向けてアピールできるような活

躍がなかったのですが、今年度の後半になり、個人ではありますが

大いに活躍してくれた生徒がいたことを地域の皆様に知っていただ

くために作成したものです。今回のような華々しいものではなくと

も、生徒はいろいろな場面で頑張っています。ホームページや各種

だよりでも、できるだけお知らせしていますが、地域の皆様には、是非、これからも本校生徒

の活躍を温かく見守っていただけますよう、お願いいたします。


